


も

み んなの県政
官972・8

もくじ

太陽の光を浴び、全ての生物がおおらかにのび

のび息づく夏。 そ の 8月には力ンナ、ケイトウ、

ヒマワリ、リンドウなどが有名です ョ

中でもキク科のヒマワリは廷の花の代表。 中 央

アメリ力原産で、そこでは太陽伸のシンボjレとさ

え 己主われています。 この花は移植を嫌うので 4 月

にじIかまきをするか鉢にまけばよいのですが、 j氏

の強い所では支柱をする事。 気温の高い夏に最適

の 花 と 言 え ま す。

-特集 農業基盤整備 官

埋 蔵文化財 6 

われらで創ろう日本の農業一一一-9

‘カラーグラ ビア砂ふるさとのみち 一一-10

水の総合利用 と開発 12 

. 越 中の伝説 唱9

表紙せつめい

高岡の

たなばた

高岡市でいつのころからか初めての男子を出産した家

庭で高き 6-7 :;;:もある大笹に行燈、提灯などを取りつ

けたりして豪勢に飾り、人夫数10人でこれを担いで千保

川に流す風習があ った。

近年、七夕の川流しは禁止されたが、旧盆の 8月 7日

商業都市の活気を誇示するようにオタヤ通りをはじめ各

商庖街の通りは七夕の豪華さを競いあう。
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国
に
お
い
て
は
、
「
総
合
農
政
」
と
い
う
こ
と
で
、
高
能
率
農
業
の
展
開
、
農
業
生
産

配
の
再
編
成
、
農
業
構
造
の
近
代
化
お
よ
び
農
村
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
を
農
政
の
目
標
と

刑
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

コ
コ
農
業
は
、
土
地
と
水
を
基
盤
と
し
て
な
り
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
基
盤
を
整
備
す

る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
大
切
な
基
本
的
事
項
と
な
り
ま
す
。

一
方
農
業
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
、
極
め
て
き
び
し
く
、
困
難
な
問
題
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
そ
の
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
場
合
、
や
は
り
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

本
県
に
お
い
て
は
、
「
ほ
場
整
備
事
業
」
を
最
重
点
と
し
て
「
か
ん
が
い
排
水
事
業
」

「
農
道
整
備
事
業
」
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
を
、
鋭
意
進
め
て
い
ま
す
。

県
内
各
地
で
水
田
の
ほ
場
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

回
ほ
場
整
備
事
業

大
型
ほ
場
(
標
準
区
画
三

0
ア
ー
ル
以
上
)
を
造

成
し
、

大
型
農
業
機
械
を
導
入
し
て
、
農
業
経
営
の

合
理
化
お
よ
び
近
代
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
明
治
年
代
か
ら
小
区
画
(
標
準
一

0
ア
ー
ル
)
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
県
に

お
い
て
は
、
地
形
(
浅
耕
土
と
急
勾
配
)、

地

勢

(

散
居
村
)
、
こ
れ
に
関
連
す
る
経
済
性

(
工
事
費
増
)

な
ど
の
悪
条
件
と
、
さ
ら
に
は
県
民
性
も
加
わ
っ
て

見
る
べ
き
も
の
は
少
な
く
、
新
潟
、
石
川
両
隣
県
の

整
然
と
し
た
水
田
と
は
、
全
く
対
照
的
で
し
た
。

昭
和
三
十
六
年
に
農
業
基
本
法
が
制
定
き
れ
、

f
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ぜ
、

今
後
の
基
本
計
画
は
、
富
山
県
第
四
次
県
勢
計
画

に
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
実
績
や
土
地
利
用

計
画
の
修
正
を
加
味
し
て
み
ま
す
と
、
第
一
表
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
最
近

一
0
ヵ
年
聞
の
実
績
は
第

二
表
の
と
お
り
で
す
。

再
整
理
(
小
区
画
を
大
区
画
に
幣
理
す
る
)
を
進

め
る
に
は
、
多
少
の
問
題
が
あ
る
こ
と
と
日
時
を
要
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
ま
で
に
は
、

「
面
的
」
な
警
備
の
完
了
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

円
J
U

、

有

〆

ま

ミ

ト

F
く
ず
事
4
b
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回
て
刀
F

ハ
カ
し
判
。
オ
茸
守
主

用
水
不
足
や
、
排
水
不
良
地
惜
の
解
消
と
地
設
の

か
ん
が
い

維
持
管
尽
の
合
埋
化
を
国
的
と
し
て
、
濯
概
用
水
路

排
水
路
、
取
水
施
設
な
ど

の
新
設
改
良
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
基
幹
工
事
で
も

あ
り
、
は
場
整
備
事
業
に
さ
き
が
け
て
実
施
さ
れ
る

場
合
が
多
く
、
は
場
整
備
事
業
の
「
而
」
の
事
業
に

対
し
、

「
線
」
あ
る
い
は
「
点
」
の
事
業
と
い
え
ま

す。
農
業
用
水
は
、
農
村
区
域
、
都
市
区
域
内
を
縦
慣

に
貫
流
す
る
の
で
、
水
田
用
水
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

地
域

の
防
火
、
生
活
雑
用
水
な
ど
に
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
役
割
を
も

っ
て
い
ま
す
。
反
面
、
こ
れ
が
幼
児
の

水
難
事
故
の
原
因
と
も
な

っ
て
い
る
の
で
、
県
と
し

て
は
、
と
く
に
「
農
業
用
水
保
安
柵
新
設
事
業
」
を

実
施
し
て
、
地
元
や
市
町
村
と

一
体
と
な

っ
て
、
そ

の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
種
の
事
業
は
、
大
正
の
末
期
か
ら
本
格
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
富
山
市
を
流
れ
る
「

広
田
用
水
L

の
改
良
は
全
国
で
も
県
営
事
業
第

一
号

で
あ
り
、

「
庄
川
合
口
用
水
」
「
黒
部
川
合
口
用
水

」
は
、
用
水
の
統
合
合
口
の
み
な
ら
ず
、
発
電
併
用

と
い
っ
た
富
山
県
の
地
形
の
利
を
活
用
し
た
当
時

(

昭
和
初
期
)
と
し
て
は
画
期
的
な
事
業
で
し
た
。
ま

ぽ

り
角
」
に
き
た
農
業
の
将
来
の
方
向
が
打
ち
出
さ

れ
、
第

一
次
構
造
改
善
事
業
と
あ
い
ま
っ
て
、
ほ
場

轄
備
事
業
が
全
県
的
な
強
い
要
望
と
な
り
、
全
国
最

低
位
に
あ
っ
た
も
の
を
、

一
挙
に
大
型
は
場
に
し
て

「
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
」
を
合
言
葉
に
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
数
年
間
、
全
国
の
ほ
場
整

備
予
算
の

一
割
に
も
当
る
財
源
を
投
入
し
て
、
今
日

で
は
、
大
型
は
場
整
備
の
進
度
は
、
全
国
の
上
位
を

占
め
る
ま
で
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
県
の

農
耕
は
近
年
、
「
ト
ラ
ク
タ
ー
」

、

「
田
植
機
」
、

「
防
除
機
」
、
「
バ
イ
ン
ダ
ー
」
、
「
コ
ン
バ
イ
ン
L

な
ど
の
大
型
農
業
機
械
が
、
か
つ
て
の
「
人
力
L

「
畜
力
」
、
「
小
型
耕
運
機
」
に
と
っ
て
変
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
の
仕
組
は
、
大
部
分
を
国
の
公

共
事
業
で
進
め
、
地
区
の
規
模
に
よ
り
「
県
営
L

、

「
団
体
営
」
で
施
行
し
ま
す
。
そ
の
外
に
「
構
造
改

善
関
連
」
、
「
高
速
道
路
関
連
」
、
農
林
漁
業
融
資

制
度
に
よ
る

「
融
資
事
業
」

、
山
村
振
興
法
に
基
づ

く
事
業
、
さ
ら
に
は
、
へ
き
地
対
策
と
し
て
県
単
独

予
算
で
小
規
模
団
地
を
対
象
と
す
る
「
へ
き
地
事
業
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
県
で
は
、
「
は
場
整
備
課
L

が

主
管
し
て
い
ま
す
。

た
世
界
的
に
も
賞
讃
さ
れ
た
黒
部
川
流
域
の
冷
水
温

解
消
事
業
と
し
て
の
流
水
客
土
な
ど
輝
し
い
歴
史
を

も

っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
用
排
水
路
の
新
設
、
改

良
住
び
に
更
新
の
み
な
ら
ず
、
農
業
の
広
域
化
、
生

産
組
織
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
水
の
合
理
的
利
用
、

管
理
の
「
シ
ス
テ
ム
化
」
が
必
要
と
な
り
、
向
動
制

御
万
式
が
採
用
さ
れ
、
末
端
で
は
パ
イ
プ
に
よ
る
か

ん
が
い
に
移
行
す
る
た
め
の
事
業
が
行
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
に
よ

っ
て
生
ず
る
水

は
、
農
村
の
生
活
環
境
整
備
に
役
立
つ
と
と
も
に
、

最
近
の
経
消
の
発
展
と
国
民
生
活
の
高
度
化
に
伴
う

「
上
水
道
」
「
工
業
用
水
」
な
ど
の
需
要
増
を
充
足

す
る
こ
と
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
農
工

一
体
化
の
促
進
が
図
ら
れ
、
農
家
所
得
の

明
大
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
「
農
業
用
水
合
理
化

事
業
」
あ
る
い
は
「
装
置
化
事
業
」
と
い
わ
れ
、
今

後
大
い
に
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

以
上
の
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
、
公
共
事
業
と
し

て
進
め
て
い
ま
す
が
、
規
模
の
大
小、

技
術
の
難
易

に
よ
り
「
間
営
」
「
県
常
」
「
団
体
営
」
と
分
か
れ

県
で
は

「耕
地
課
」
が
主
管
し
て
い
ま
す
。

3 



図
農
道
整
備
事
業

高
農
率
農
業
の
展
開
を
は
か
り
、
農
業
生
産
物
の

安
定
的
供
給
に
必
要
な
流
通
機
構
の
改
善
に
、
重
要

な
役
割
を
も
つ
の
が
農
道
整
備
事
業
で
す
。

と
く
に
「
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
」
は
、

画
期
的
な
構
想
の
も
と
に
ス
タ
ー
ト
し
た
農
道
の
根

幹
を
な
す
も
の
で
す
。

こ
の
外
に
農
業
用
揮
発
油
税
身
替
財
源
で
実
施
す

る
「
農
免
道
路
事
業
L

、
「
一
般
農
道
整
備
事
業
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
農
業
生
産
物
の
運
搬
だ
け

で
な
く
、
生
産
物
の
荷
い
た
み
の
防
止
の
た
め
に
、

「
農
道
舗
装
事
業
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
前
述
の
目
的
の
み
な
ら
ず
農
村
の
生
活

環
境
整
備
に
大
き
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

農
道
事
業
の
歴
史
は
、
古
く
て
新
し
い
と
も
い
え

ま
す
。
明
治
末
期
に
制
定
さ
れ
た

「
耕
地
整
理
法
」

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
耕
地
の
改
良
拡
張
を
図
る
最

初
の
近
代
的
法
制
と
し
て
、
重
要
な
意
義
と
役
割
を

も
ち
、
そ
の
碁
盤
自
主
義
区
画
整
理
に
は
必
ず
農
道

が
ひ
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
耕
地
整
理
が
土
地
改
良

に
お
き
変
え
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
耕
地
に
直
結

す
る
小
規
模
事
業
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

区
画
整
理
を
伴
わ
な
く
て
も
単
独
に
農
道
整
備
事
業

が
施
行
き
れ
る
仕
組
は
、
大
き
な
進
歩
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
と
ま
で
が
農
道
整
備
事
業
の
「
耕
作
道
」

な
の
で
す
。
こ
の
「
耕
作
道
」
の
改
良
新
設
は
、
大

部
分
ほ
場
整
備
事
業
で
完
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ

れ
か
ら
の
農
道
整
備
事
業
は
「
農
村
道
路
」
的
性
格

を
有
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
代

表
的
な
事
業
、
」
そ
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
制
度
化
さ

れ
た
「
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
」
お
よ
び
昭

和
四
十
七
年
度
に
制
度
化
さ
れ
た
「
基
幹
農
道
舗
装

事
業
」
で
す
。

こ
の
事
業
の
仕
組
は
、
も
ち
ろ
ん
国
の
公
共
事
業

で
す
が
、
「
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
」
「
基

幹
農
道
舗
装
事
業
」
は
「
県
営
」
で
、
そ
の
他
は

「

団
体
営
」
で
実
施
し
ま
す
。
県
で
は
、
「
耕
地
課
」

が
主
管
し
て
い
ま
す
。

現
在
施
行
中
の
「
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
L

の
概
要
は
第
三
表
の
と
お
り
で
す
。

き
て
、
土
地
改
良
事
業
は
「
土
地
改
良
法
」
に
基

づ
い
て
施
行
さ
れ
ま
す
。
公
共
事
業
に
お
い
て
も
、

受
益
者
の
申
請
事
業
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
特
色
で

す
。
そ
の
受
識
者
で
構
成
さ
れ
る
の
が
「
土
地
改
良

区
」
で
す
。

現
在
本
県
に
は
、

三
百
余
の
土
地
改
良
区
が
あ
り

ま
す
が
、
農
業
の
広
域
化
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
土
地
改
良
区
の
大
型
化
が
要
求
き
れ
て

い
ま
す
。
県
と
し
て
も
合
併
促
進
の
た
め
補
助
金
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
新
し
い
農
業
に
合
致

し
た
農
民
の
た
め
の
土
地
改
良
区
を
つ
く
り
、
新
し

い
土
地
改
良
事
業
を
、
農
民
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な

り
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
念
願
で
す
。

(最近10ヵ年間)ほ場整備事業の実績(第二表)
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ほ場整備事業の実態

区 分 面積(ha) 率(%)

県内水図面積 79，500 100 

整理不能面積 11，200 19 

整理可能面積 68，300 81 100 

完了(再整理含む)而積 42，200 62 

昭和47年度以降整理面積 35，100 

{轄理面積 26，100 38 

t再整理面積 9，000 
一 」

(第一表)

， 
f ぜ

広域営農団地農道整備事業の概要

地 区 名 着 1二 受益市町村 事 業量 事業費 受益面積 f庸 考

上婦富中山市市・滑川市
千円 ha 農林 22.5km 

富山中部 45年度 町町 -立山町 41.6km 4，860，000 13，838 
建設 19.1 

福光町・城端町 農林 13.6 
南 砺 46 26.8 1，000，000 6，706 

福野町・井口村 建設 13.2 

魚宇奈津市朝月町・黒・部入市善
農林 26.2 

新一 )11 47 3l.1 3，200，000 7，746 
町・ 日町 建設 4.9 

ォk 見 48 i}<.見市 昭和47年度に計画樹立
予定

(第三表)
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埋
蔵
文
化
財
|
|
一
般
の
人
に
は
何

か
と
つ
つ
き
に
く
く
、
理
解
し
が
た
い

響
き
を
持
っ
た
言
葉
で
す
が
、
そ
の
意

味
は
、
土
中
も
し
く
は
水
中
な
ど
、
通

常
は
呂
に
触
れ
な
い
状
態
で
埋
没
さ
れ

て
い
る
有
形
文
化
財
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
れ
は
動
産
に
属
す
る
「
遺
物
」
と

不
動
産
に
属
す
る
「
遺
構
L

に
大
別
さ

れ
、
そ
れ
が
埋
没
し
て
い
る
地
域
全
体

は
普
通
「
遺
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
イ
コ
ー

ル
遺
跡
と
言
え
る
わ
け
で
す
。
こ
の
遺

跡
と
い
う
言
葉
は
、
私
た
ち
に
何
か
フ

ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
な
つ
か
し
い
想
い
を

与
え
て
く
れ
る
や
わ
ら
か
な
響
き
を
も

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
人
類
の
歴
史
は
い
ま
か
ら
約

二
百
万
年
前
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、
人
類
・
類
人
猿

類
、
猿
類
の
共
通
祖
先
か
ら
固
有
な
進

化
を
と
げ
、
「
石
の
道
具
」
を
作
っ
て

使
用
す
る
二
足
歩
行
を
行
な
う
動
物
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
直

接
的
な
祖
先
で
あ
る
「
オ

l
ス
ト
ラ
ロ

・
ピ
テ
ク
ス
類
」
と
呼
ば
れ
る
猿
人
で

南
ア
フ
リ
カ
か
ら
そ
の
代
表
的
な
遺
跡

及
び
遺
体
が
発
見
き
れ
て
い
ま
す
。

さ
れ
、
遺
構
と
遺
物
の
関
係
そ
の
他
を

学
術
的
に
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
な
り
正
確
に
当
時
の
人
々
の
生
活
を

復
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
も
す

れ
ば
珍
ら
し
い
も
の
を
掘
り
出
す
の
が

考
古
学
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
目

的
は
あ
く
ま
で
も
歴
史
の
復
元
に
あ
る

わ
け
で
す
。
興
味
本
位
な
、
そ
し
て
個

人
の
利
益
追
求
の
た
め

の
発
掘
は
、
厳

に
つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

し
た
が
っ
て
調
査
は
学
識
経
験
の
あ
る

人
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
リ

ま
す
。

き
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
も

っ
た

遺
跡
は
、
近
年
の
大
規
模
な
各
種
開
発

事
業
に
よ
り
、
刻
々
と
そ
の
姿
を
地
上

か
ら
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
然
保
護

の
問
題
と
と
も
に
、
そ
の
保
護
が
強
く

き
け
ば
れ
、
全
国
的
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

何
千
年
、
何
万
年
も
、
土
中
深
く
埋

も
れ
、
保
存
さ
れ
て
き
た
遺
跡
が
、
悠

久
な
時
間
の
尺
度
か
ら
見
れ
ば
「
点
」

に
す
ぎ
な
い
今
、
大
型
工
作
機
械
に
よ

り
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ

い
幸
せ
を
ね
が
う
私
た
ち
の
未
来
像
ー

そ
の
中
に
遺
跡
保
存
問
題
を
含
め
る
べ

き
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

6 

日
本
最
古
の
遺
跡
は
五
、
六
万
年
前

の
も
の
と
き
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
数
十
万
年
古
い
時
代
の
遺
跡
も
発

見
き
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で

の
人
類
の
足
跡
は
古
い
時
代

か
ら
先
土
器

・
縄
文

・
弥
生
・
古
墳
・

飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉

・
南
北
朝

室
町
・
安
土
桃
山
・
江
戸
時
代
と
呼
ば

れ
、
現
代
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

現
在
私
た
ち
は
そ
の
二
百
万
年
及
び
各

民
族
、
各
時
代
の
歴
史
に
支
え
ら
れ
て

い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
私
た
ち
人
類
の
歴

史
は
今
の
と
こ
ろ
、
大
ま
か
な
部
分
し

か
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
歴
史
究

明
の
糸
口
は
各
時
代
に
営
ま
れ
た
多
く

の
遺
跡
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま

し
ょ
、
っ
。

県
内
で
は
そ
の
よ
う
な
遺
跡
が
、

一
、

一一

七
か
所
知
ら
れ
て
お
り
、
調
査
が

進
め
ば
更
に
そ
の
数
が
増
す
も

の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

、v

遺
跡
の
調
査
と

開
発
事
業
と
の
調
整

遺
跡
を
発
掘
調
査
し
、
そ
の
歴
史
的

な
位
置
付
け
を
行
な
う
学
問
は
「
考
古

学
L

と
呼
ば
れ
て

w
ま
す
。
こ
の
場
合

埋
蔵
文
化
財
は
「
考
古
資
料
L

と
総
称

，~ 

遺
跡
ほ
ど
今
の
私
達
の
生
活
に
密
着
し

そ
し
て
歴
史
的
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い

る
も
の
は
他
に
な
く
、
更
に
未
来
の
人

た
ち
に
伝
え
る
義
務
が
、
今
生
き
る
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ

る
か
ら
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
人
の
理

解
と
、
開
発
事
業
と
の
調
整
を
積
極
的

に
お
し
進
め
る
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
か
く
、
開
発
事
業
と
遺
跡
保
存
は

対
立
し
が
ち
な
も
の
、
あ
る
い
は
遺
跡

は
開
発
事
業
の
進
捗
を
じ
ゃ
ま
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

も

っ
と
広
い
視
野
に
立
ち
、
遺
跡
保
存

の
た
め
の
体
制
を
整
え
、
更
に
事
前
調

整
を
十
分
に
行
な
え
ば
必
ず
双
方
の
両

立
す
る
道
が
開
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

遺
跡
は

一
度
破
壊
さ
れ
る
と
元
へ
は

も
ど
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
祖
先
が
の

こ
し
て
き
だ
尊
い
遺
産
を
今
こ
そ
し
っ

か
り
み
つ
め
、
悔
い
を
後
世
に
残
き
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

県
民
各
位
の
理
解
あ
る
あ
た
た
か
い

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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右 い力 を世界にむけて

われら 倉リろ つ
日みふの農

第 11回富山県農村青少年技術交換大会は、

7月11日、 12日の 2日間、あすの富山県農業

を担う青少年が集まって、大自然に包まれた

大 山町を舞台に、グリー ン ハ イ ツ の 県 立 中 央

農業高 校、森と j胡の有峰青少年の家ての 1泊 2

日にわたって開催され た 。

この大会は、農村青少年のクラブ活動の中

で、もっとも楽しい夏の行事で、県下各地か

ら集まった農村青少年が、日頃のプロジェク

ト活動や研修などで体得した知識、技術の相

互交流と実践成果を集約した演示発表、将来

の夢と希望の話し合い、心と心がふれあうキ

ャンドルサービスなど、仲 間た ちが 緑の 大自

然の 中で、これからの 農業をにな って いく 自

信と連帯感がつちかわれる大会であった。

く>大会第 1日

県中央農業高校で、大会長、来賓の激励の言

葉を受けたあと、 7月 3 日から国際農村青年

交換計画によって来県しているアメリカ 4

H クラブ員、ジャニー .E・ビハ ーク嬢、 ド

ナ・ L ・ハ ーコビイッ ツ 嬢 の 2人が紹介され

た 。 2人はじようずな日本語で「ドウゾ、ヨ

ロシク、オネガイシマス」 とあ いさ つし、会

場制れんばかりの激励と歓迎の拍手をうけ、

みんなと 一緒に大会 2 日聞の行動に入った。

9 

大会の主要行事である技術競技は、作物、

園芸、畜産、生活の各部門ごとに診断、判定、

審査、鑑定にわたって競技が展開された。

問題は80開設定され、その 2~3 例をみ猛

と、まず診断では「この稲の生育時期はどの

ような時期ですか」これは、作物生理の基本

的知識もさることながら、正しい観察、注意

力がものをいいます。つぎに判定は「県内の

ナス出荷基準の L級 (75g )はどれですか」

これは、数量的な判断を下す競技で、物事を

数量化してつかむ習慣をつけるものです。さ

らに審査では「この食品 100[ラ中カロチン含

量の最も多い食品はどれていすか」すなわち 、

作物、家畜、消費物資の良し悪しを見分ける

ことは、これからの農業者にとって欠くこと

のできない能力といえます。最後に鑑定では、

は「この農薬は殺菌剤、殺虫剤、殺草剤のど

れですか」これは品物の名称と正確な使用法

を知っているかどうかを競います。

この競技には知事賞、大会長賞などが用意され日頃の成果

を客観的にわかることのでき る有意義な催しであった。

-・
.・
..... 

く>大会第 2 日

分科会に分かれて話し合いが始まる 。課題

は「農村における若者のあり方」 。仕事と余暇、

将来の家庭生活はどうあるべきか、企業的農

業をどのように進めるか、熱気に満ちた話し

合いがなされた。 Iこれからは、企業化によ

る 規 模 の 拡 大 を は か っ て い く べ き だ 」 ・ 「魅

力ある経営を自らが実施し、その結果からよ

さ友を求めよう」 ・ 「女性には女性の道があ

る 。 理想、 の家庭を築くため 」 ・ 「働くだけ

ご 能じゃない、見たり聞いたり魅力ある農

業を 」。 意欲 ある 若者 たち 、な んと 頼も しい

若者たち、外の雨は冷たいが、部屋全体が温

かく明るい。

最後の行事、演示発表はプロジェク卜活動

を通じて、自らの創意工夫によって開発し

あるいは、習熟した農業や生活の技術、経営

内容の発表である。 I母の改良家庭着Jo I私

の考案した牛糞焼却処理施設」など、日頃の

プロジェク卜が発表された 。 質疑の応答は活

発にかわされ、予定時聞が遅れがち、発表が

終った後、あらためて全体討議、明日への意

欲がありありと見える。このように活発な演

ポ発表が男女クラブ員で行なわれた。

一八八技術競技を終って、いよいよ

憧れのハイランド有峰へ…八八

梅雨明けも間近とあって、雨模様ではある

が、時折り雲の切れ聞から見える有峰の山々

は、若い仲間達を温かく迎えてくれる 。 山の

緑と 湖水 に映 える 壮大 なダ ムの 白銀 色が 、実

に美しい曲線を描いている。

湖畔の宿でのキャンドルサービス 。 火は、

創造と破壊のエネルギー源である。 1つの小

きな火が、みんなの手と心にともされ、それ

が、やがて全体に大きなひろがりとなって燃

え 上 る 。 技術交換大会における火の儀式、キ

ャンドルサービス、あるいはキャンフ。ファ イ

ヤーは、欠かせない大切な行事である 。 聞と

光、静と動の厳しい対決、交さくの中でお互

いの心をゆり動かし、意欲をもり上げる 。

<>明日への道

2 日間にわたる熱気と感激の大会を終えて、
技術の交換、互を理解し、仲間ができたよろ

こびが、あすへの意欲をかきたてる。胸を張

って歌う県民の歌が、 湖水をわた って 山々に

こだまし、 「若い力を世界にむけて 、われら

で創ろう、日本の農業J と意気は高く、無限

に丘Jカfっていった



出
口
田

表
情
の
あ
る
み
ち

湾

古
来
か
ら
越
中
と
飛
騨
と
の
交
流
の
要
所
と
し
て
栄
え
、
蚕
、
生
糸
な
ど
の

取
引
が
盛
ん
で
あ

っ
た
八
尾
町
。
井
田
川
の
流
れ
に
沿

っ
て
細
長
く
続
く
町
並

み
の
中
に
今
も
面
影
が
残
る
。

坂
道
を
あ
え
ぎ
な
が
ら
歩
く
と
生
活
の
匂
い
が
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
道

端
で
の
小
休
止
、
遊
び
場
で
あ
り
、
人
び
と
の
憩
い
の
場
で
も
あ

っ
た
道
は
、

た
だ
人
が
、
く
る
ま
が
通
る
だ
け

の
も
の
で
あ

っ
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
。

山

。八尾地方の文学散歩

長谷川伸「一本万土俵入り」

前田普羅「早春の八尾」 雑誌紀行文

吉井勇「寒行J r流離抄」…歌集

パスー下新町下車

し

国鉄高山線一越中八尾

。ぁ
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と

つ
臼

水
の
使
用
量
は
、
文
化
を
計
る
物
差
し
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
産
業
の
発
展
と
生
活
水
準
の
向
上
に

よ
っ
て
、
本
県
の
水
需
要
量
は
、
飛
躍
的
に
増
加
を

続
け
て
い
ま
す
。

本
県
に
は
、
庄
川
、
小
矢
部
川
、
常
願
寺
川
、
神

通
川
、
黒
部
川
の
五
大
河
川
を
は
じ
め
、
大
小
数
多

く
の
河
川
が
あ
り
、
ま
た
、
降
雨
量
も
多
く
、
豊
富

な
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
冬
季
の
山
岳

地
帯
の
積
雪
は
、
天
然
の
貯
水
池
と
し
て
の
役
割
を

果
し
て
お
り
、
水
の
使
用
量
が
増
加
し
つ
づ
け
た
と

し
て
も
、
当
介
、
不
足
す
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
利
用
さ
れ
な
い
ま

ま
海
へ
そ
そ
い
で
い
る
河
川
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
、
利
用
度
を
高
め
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
水
の
利
用
計
画
は
、
治
山
治
水
対
策

ゃ
、
利
用
後
の
水
の
処
理
、
漁
業
の
振
興
、
自
然
景

観
の
保
持
等
の
施
策
と
一
体
的
に
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
。

県
は
、
水
資
源
を
開
発
す
る
た
め
、
広
域
的
水
利

用
の
推
進
、
水
資
源
調
査
及
び
多
目
的
ダ
ム
の
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
建
設
も
し
く
は
調
査
中
の
お
も
な
河
川
開

発
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

丹
、

υ
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白
岩
川
は
、
東
を
上
市
川
、
西
を
常
願
寺
川
に
は

さ
ま
れ
た
大
辻
山

(
一
二
一
六
一
口
)

に
源
を
発
し
、

は
ぽ
北
北
西
に
流
れ
、
途
中
で
大
岩
川
、
栃
津
川
を

合
流
し
、
富
山
市
水
橋
で
富
山
湾
に
注
ぐ
、
流
路
延

長
二
九
・

一
見
、
流
域
面
積

一
三
四
・

六
平
方
肢
の

県
内
で
は
比
較
的
小
規
模
の
河
川
で
す
。

こ
の
川
は
、
農
業
用
水
と
し
て
、
七
五
二
ト
l
M

を
か

ん
が
い
し
て
い
ま
す
が
、
夏
季
の
渇
水
期
に
は
、
水

不
足
を
お
こ
し
が
ち
で
す
。
ま
た
、
流
域
の
人
々
の

生
活
用
水
は
、
地
下
水
に
頼

っ
て
い
ま
す
が
、
将
来

の
需
要
増
を
ま
か
な
う
こ
と
は
難
し
い
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
立
山
町
白
崎
内
に
、
高
さ
五

O
U

子

• 

• 

司、

子
撫
川
は
、
小
矢
部
川
の
支
川
で
、
県
西
部
に
位

置
し
、
本
県
と
石
川
県
境
(
標
高
五

0
・
二
七
幻
)

に
源
を
発
し
、
低
い
山
合
い
を
蛇
行
し
な
が
ら
ほ
ぼ

南
南
西
に
流
下
し
、
途
中
で
支
川
で
あ
る
湯
道
丸
川

(
流
路
延
長
五
日
、
流
域
面
積
一
二

・
五
平
方
日
)

と
矢
波
川

(
流
路
延
長
三

・
八
服
、
流
域
面
積
六

・

六
平
方
日
)
を
合
流
し
、
小
矢
部
市
内
で
小
矢
部
川

に
注
ぐ
比
較
的
小
規
模
の
河
川
で
す
。

こ
の
川
は
、
上
流
の
河
幅
が
せ
ま
く
、
下
流
は
甚

し
く
蛇
行
し
て
い
る
た
め
、
過
去
に
、
し
ば
し
ば
大

災
害
を
お
こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
流
の
農
地
は

夏
季
の
渇
水
期
に
な
る
と
、
例
年
の
よ
う
に
水
不
足

に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
生
活
用
水
の
使
用

量
が
増
加
し
て
き
た
た
め
、
地
下
水
位
が
低
下
し
て

、人¥チ¥

ぞミ
令J

'ナヤ

き
て
い
る
現
状
か

ら
、
こ

の
抜
本
的
な
対
策
が
望
ま

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
小
矢
部
市
森
屋
地
内
に
、
多
目
的
ダ

ム
を
建
設
し
、
こ
れ
ら
の
障
害
を
取
り
除
く
計
画
が
、

こ
の
子
撫
川
総
合
開
発
で
す
。

建
設
す
る
ダ
ム
は
、
ロ

ッ
ク

フ
ィ
ル
ダ
ム
で
、
高

さ
四
五
灯
、
総
貯
水
量
六
六

O
万
立
方
灯
、
洪
水
調

節
と
農
業
用
水
、
上
水
道

へ
の
供
給
の
多
目
的
ダ
ム

と
な
り
ま
す
。

農
業
用
水
の
補
給
は
、
下
流
二
二

orMに
及
ぼ
し

上
水
道
と
し
て
、
小
矢
部
市
と
高
岡
市
へ

一
日
当
リ

六
万
立
方
灯
の
水
を
供
給
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。予

定
工
期
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
昭
和
丘
十
年

の
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

戸
h
J
U--
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.・
利
賀
川
は
、
庄
川

の
支
川
で
、
県
の
南
西
部
に
あ

り
、
水
源
は
、
岐
阜
県
と
の
県
境
水
無
山
(
一
、
五

O
五
H

川)、

人
形
山

(
一
、
七
二
四
川
)
で
、
利
賀

盆
地
を
貫
流
し
て
利
賀
村
柚
野
原
地
先
で
庄
川
小
牧

貯
水
池
に
注
ぐ
、
流
路
延
長
三
六
日
、
流
域
面
積

一

一
O
平
方
日
の
中
規
模
河
川
(
一
級
河
川
)
で
す
。

こ
の
川
は
、
こ
れ
ま
で
、
た
び
た
び
洪
水
を
お
こ

し
、
川
沿
い
に
あ
る
田
畑
、
人
家
、
公
共
施
設
等
に

大
き
な
被
害
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
土
砂

の
流
出
が
甚
し
く
、
河
床
が
上
昇
し
て
、
被
害
を
累

増
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
治
山
工
事
や
砂
防
堰

さt~ -~松平面図'/'ι 

-dq 

? 

城均株防d
q
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角
川
は
、
県
東
部
の
片
貝
川
及
び
早
月
川
分
水
嶺

(一

.
一三
八
灯
)
を
源
と

し
て
、
は
は
北
北
西
に
流

れ
、
途
中
で
、
富
川
を
合
流
し
て
蛇
行
し
つ
つ
魚
津

市
街
地
を
貨
流
し
て
富
山
湾
に
た
ぐ、

比
較
的
小
規

模
の
河
川
で
す
。
流
路
延
長
は
、

一
五

・
丘
点
、
流

域
両
横
四
二
・
八
平
方
円
、
し
ば
し
ば
出
水
を
お
こ
し

市
街
地
に
被
害
を
与
え
て

い
ま
す
。
最
好
一
の
洪
水
で

は
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
、

三
十
九
年
七
月
、
問

卜
四
年
八
月
の
出
水
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
し
た
。

一
万
、
こ
の
川
よ
り
取
水
し
て

い
る
水
田
は
、
毎

年
の
よ
う
に
夏
季
に
な
る
と
水
不
足
で
悩
ん
で
い

ま

す
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
魚
津
市
鹿
熊
地

先
に
治
水
ダ
ム
を
建
設
す
る
も
の
で
、
ロ

y

ク
フ
ィ

ル
ダ
ム
と
し
、
高
さ
六

O
U
、
総
貯
水
量

一
五

O
万

立
方
灯
の
ダ
ム
を
築
き
、
洪
水
調
節
と
、
下
流
の
耕

地

一一

八
・ニ
ドl
M

の
水
不
足
地
帝
に
補
給
す
る
計
画

と
な

っ
て
い
ま
す
。

工
期
は
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で

の
予
定
で
す
。

〉町

堤
の
築
造
が
き
れ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
根
本
的
な

対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
利
賀
村
水

無
地
先
に
多
目
的
ダ
ム
を
建
設
し
、
治
水
と
、
そ
の

豊
富
な
水
量
と
落
差
を
利
用
し
て
発
電
も
あ
わ
せ
て

行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ダ
ム
は
、
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、
高
き

は
三
九
灯
、
総
貯
水
量
二
七

O
万
立
方
灯
の
規
模
と

な
り
ま
す
。

発
電
は
、
新
た
に
利
賀
村
第

一
、
第
二
発
電
所
を

建
設
し
、
最
大
出
力
四
七
千

円J

ト
の
発
電
を
行
な
う

計
画
で
す
。

po 
可
t
ム

以
上
が
お
も
な
計
画
で
す
が
、
県
は
、
県
内
を
五

つ
の
水
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
内

の
目
標
需

要
量
の
大
部
分
を
河
川
表
流
水
に
依
存
す
る
計
画
で

河
川
総
合
開
発
事
業
を
順
次
実
施
し
て

い
く

こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
水
道
の
合
併
、
広
域
化
を

促
進
、
水
源
の
共
同
開
発
あ
る
い
は
上
水
道
用
水
供

給
事
業
を
促
進
し
ま
す
。
き
ら
に
、
工
業
用
水
に
つ

い
て
は
、
反
覆
使
用
な
ど
の
有
効
利
用
お
よ
び
、
排

水
の
処
理
方
法
な
ど
に
つ

い
て
企
業
を
指
導
し
、
か

ん
が
い
水
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
を
進
め
て
、
減

水
深
の
減
少
を
は
か
る
な
ど
、
水
の
総
合
利
用
に
取

り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

/ 
/ 

ウ
t

1
4
 



庖
頭
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
洗
剤
は
、

「
石
け
ん
」
と
「
合
成
洗
剤
」
の

二
種
類
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

石
け
ん
は
固
型
石
け
ん
な
ど
と
し
て
、
長
い
年
月

私
た
ち
が
使
い
慣
れ
て
き
た
も
の
で
、
油
脂
に
カ
セ

|
ソ
ー
ダ
ー
を
配
合
し
て
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
合
成
洗
剤
は
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
油
や
ヤ
シ
油

か
ら
と
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
、
ま
た
は
石
油
を
合
成
し

て
作
ら
れ
る
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
合
成
洗
剤
と
、
石

油
を
原
料
と
す
る
石
油
系
合
成
洗
剤
に
分
け
ら
れ
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
洗
剤
に
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、

洗
た
く
も
の
を
美
し
く
仕
上
げ
る
た
め
に
は
ま
ず
、

衣
類
の
性
質
と
洗
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
最
近
は
混
紡
の
衣
類
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
衣
類
に
つ
い
て
い
る
品
質
表
示
を
確
め
て
、
繊

維
に
適
し
た
洗
剤
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

洗
た
く
を
始
め
る
前
に

・
品
質
表
示
を
確
か
め
て
、
繊
維
に
適
し
た
洗
剤
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
ウ
ー
ル
と
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
混
紡
の

も
の
を
洗
う
時
は
、
ウ
ー
ル
の
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー

ト
な
も
の
に
適
し
た
洗
剤
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

-
洗
た
く
も
の
を
分
類
し
ま
し
ょ
う
。

.... 

Q
U
 

司

l
ム

、

①
色
も
の
を
分
け
る

②
よ
ご
れ
の
楯
煩
で
分
け
る

あ
ま
り
汚
れ
て
い
な
い
も
の
と
、
汚
れ
の
ひ
ど

い
も
の
を
い
っ
し
ょ
に
洗
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ト
会
、

1
'
。

③
素
材
で
分
け
る
。

水
と
洗
剤
、
洗
た
く
も
の
は

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

あ
ま
り
入
れ
す
ぎ
な
い
こ
と
。
洗
た
く
も

の
が

多
す
ぎ
る
と
汚
れ
の
活
ち
が
悪
く
な
リ
ま
す
。

目
旺
を
見
分
け
る
に
は
、
洗
た
く
も
の
を
洗
た
く

機
に

一
枚
ず
つ
入
れ
て
ゆ
き
、
モ
ー
タ
ー
の
音
が

変

っ
た
ら
そ
の
時
入
れ
た
前
の
洗
た
く
も
の
ま
で

で
限
度
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
あ
洗
た
く
で
す

・
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
は
先
に
水
洗
い
し
ま
し
ょ
う

0

・
洗
剤
は
よ
く
溶
い
て
か
ら
洗
た
く
も
の
を
入
れ
ま

ー
レ
よ

、
7
0

洗
た
く
も
の
を
入
れ
て
か
ら
、
そ
の
上
に
ふ
り

か
け
た
り
す
る
と
、
洗
剤
が
か
た
ま
っ
て
っ
き
変

色
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
洗
た
く
時
間
は

5
1
7
分
が
適
当
で
す
。

洗
剤
に
は
汚
れ
を
治
す
働
き
と
、
部
ち
た
汚
れ

が
再
び
繊
維
に
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
働
き
と
が

あ
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
あ
ま
り
長
く
洗

っ
て
い

る
と
、

一
度
部
ち
た
汚
れ
が
ま
た
衣
煩
に
つ
い
て

し
ま
い
ま
す
。

特
に
化
学
繊
維
は
再
び
汚
れ
が
つ
き
や
す
い
の

で
、
新
し
い
洗
た
く
液
で
子
ば
や
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

①
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
は
化
学
繊

維
の
中
で
も
再
汚
染
さ
れ
や
す
い

。

-
す
す
き
は
合
成
洗
剤
で
二
1
三
凶
、
石
け
ん
で
は

四
同
く
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。

-
合
成
繊
維
の
脱
水
は
、
遠
心
脱
水
機
で
叩
秒
以
内

が
適
当
で
す
。

泡
と
洗
浄
力
の
関
係

こ
れ
ま
で
の
洗
剤
の
代
表
だ

っ
た
石
け
ん
が
、
洗

浄
力
、
泡
立
ち
と
も
に
よ
か

っ
た
の
で
、
泡
の
多
く

で
る
も
の
が
汚
れ
が
落
ち
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
が

ち
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
関
係
な
く

泡
そ
の
も
の
に
洗
浄
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
型
合
成
洗
剤
、
ハ

ー
ド
型
合
成
洗

洗剤の品質表示
ロロロ 名 ノ~-~ 成 洗 斉IJ

成 分 陰イオン系 ・告を光剤配合

種 類 アルカリ'1''1:

用 途 衣料品川

正味 量 500グラム

標準使用量 * 1 eに洗剤J1.5グラム

使用上の注意 5手野呉菜あれ・果の物注意洗いには過しません

って飲んだ場合の処置等

住メーカー所名 000富株山式県富会社山市新総曲輪 4-18 

-
水

最
近
の
合
成
洗
剤
は
非
常
に
水
に
溶
け
や
す
く

な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
水
で
洗

っ
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
お
湯

(
却

l
州
制
度
)
を
使
っ
た

方
が
洗
剤
の
溶
け
が
い

っ
そ
う
は
や
く
な
り
、
洗

剤
が
衣
類
に
浸
透
し
や
す
く
な
り
、
内
部
の
汚
れ

を
す
み
や
か
に
乳
化
分
散
し
ま
す
。

ま
た
、
洗
剤
に
添
加
さ
れ
て
い
る
鑑
光
染
料
は

温
度
が
高
い
方
が
効
果
が
あ
り
ま
す
し
、
も
む
、

す
す
く
な
ど
の
労
力
が
少
な
く
て
す
む
た
め
、
布

地
の
傷
み
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

-
洗
剤合

成
洗
剤
に
は
、
洗
剤
が

一
番
効
率
よ
く
働
く

適
量
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
少
な
す
ぎ
て
は

汚
れ
が
よ
く
落
ち
ま
せ
ん
が
、
適
量
以
上
の
洗
剤

を
入
れ
て
も
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
く
、
洗
剤
を
ム

ダ
使
い
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
庭
用
洗
た
く
機
に
は
、
約
初
リ
ッ
ト
ル
の
水

が
入
り
ま
す

(
お
リ

ッ
ト
ル
く
ら
い
人
る
も
の
も

あ
り
ま
す
か
ら
確
め
て
く
だ
さ
い

)。

こ
の
水
の
量

に
対
し
て
洗
剤
は
印
グ
ラ
ム
(
一
合
カ
ッ
プ
に
約

八
分
目
〉
が
適
量
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
適
量
は

メ
ー
カ
ー
に
よ

っ
て
多
少
違
い
が
あ
り
ま
す
。
洗

剤
の
箱
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
よ
く
読
ん

で
使
っ
て
く
だ
き
い
。

-
洗
た
く
も
の

剤
と
い
う
言
集
を
よ
く
聞
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ハ

ー
ド
型
と
は
主
原
料
と
し
て

A
B
S
(ア
ル
キ
ル
ベ

ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ソ
ー
ダ

l
)
を
使
用
し
て
い
る

洗
剤
の
こ
と
を
い
い
、
ソ
フ
ト
刑
七
と
は

L
A
S
(リ

ニ
ア
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ソ
ー
ダ

l
)

を
主
原
料
と
し
て
い
る
洗
剤
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

A
B
S
は
パ
ク
テ
リ
ヤ
な
ど
の
微
生
物
に
よ
っ

て
分
解
さ
れ
に
く
く
、
下
水
処
理
場
、
浄
水
場
、
河

川
で
発
泡
し
消
え
に

く
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

一
方

L
A
S
は
、
微
生
物
に
よ

っ
て
分
解
さ
れ
や
す

く、

現
荘
の
洗
剤
は

L
A
S
が
原
料
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

よ
く
洗
剤
の
柏
に
ソ
フ
ト
型
と
か
、
完
全
ソ
フ
ト

と
書
い
て
あ
る
の
は
、
洗
た
く
後
手
が
な
め
ら
か
に

な
る
と
か
、
洗
た
く
も
の
の
仕
上
が
り
が
ソ
フ
ト
で

あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
微
生
物
に
よ
る
分
解

性
の
難
易
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
で
表
わ
し
て
い
る
の

で
す
。

ア

嘉
永
二
年
(
一
八

Fι
年
)
、
富
山
城
の
東
出
丸

に
豪
勢
な
千
歳
御
殿
が
竣
工
し
た
。

東
出
丸
と
い
え
ば
今
の
桜
木
町
あ
た
り
、
千
歳
御

殿
と
い
う
は
、
名
君
と
い
わ
れ
た
十
代
前
回
利
保
公

の
隠
居
所
で
あ
る
。

庭
内
に
は
四
季
折
り
折
り
の
樹
木
を
植
え
、
築
山

を
き
ず
き
、
神
通
の
水
を
引
い
て
泉
水
と
し
、
舟
遊

び
ま
で
で
き
る
と
い
う
豪
著
な
御
殿
で
あ
っ
た
。

利
保
公
の
夫
人
は
、
芸
州
浅
野
安
芸
守
斉
賢
公
の

--
ILV 

第
三
女
で
久
美
姫
と
い
わ
れ
た
。
富
山
城
輿
入
れ
め

か
ら
〈
に
お
お
が
い

際
に
は
、
浅
野
家
重
代
の
家
宝
で
あ

っ
た
韓
国
大
貝

を
御
道
具
中
に
加
え
ら
れ
た
ほ
ど
、
父
君
斉
賢
公
ご

自
慢
の
姫
で
あ
っ
た
。

千
歳
御
殿
の
落
成
は
春
は
弥
生
、
あ
ら
か
じ
め
植

え
こ
ま
れ
た
桜
花
は
満
開
し
て
、
雲
か
霞
と
見
ま
が

。

ょ

う

ら

ん

ヲ

で

な

う
ば
か
り
、
そ
の
擦
乱
た
る
下
の
宴
こ
そ
、
ま
こ
と

に
錦
絵
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
千
代
と
い
う
奥
女
中
、
心
や
き
し
く
城
中

き
つ
て
の
美
女
と
評
判
の
娘
が
、
二
、
三
杯
の
酒
に

上
気
し
た
ほ
お
を
ほ
ん
の
り
染
め
て
、
な
ん
と
も
い

え
な
い
風
情
を
身

一
ぱ
い
に
た
だ
よ
わ
せ
て
、
築
山

の
か
げ
に
涼
風
を
求
め
る
よ
う
す
、
そ
こ
へ
同
じ
思

い
で
み
薫
風
う
る
わ
し
く
、
水
も
し
た
た
る
姿
も
あ

で
や
か
に

一
人
の
若
衆
が
あ
ら
わ
れ
た
。

花
見
の
歓
楽
を
背
に
、
ほ
の
暗
い
夜
桜
、
そ
し
て

美
男
美
女
:
・
:
:
:
ま
あ
、
舞
台
は
そ
ろ
っ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
し
て
や
、
本
人
た
ち
が
熱
い
血
潮

の
た
ぎ
る
ま
ま
に
奈
落
の
恋
に
お
ち
た
と
し
て
も
、

む
し
ろ
人
の
道
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
千
代
が
夜
ご
と
に
若
衆
を

引
き
入
れ
て
、
あ
い
び
き
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て
い

る
と
の
う
わ
さ
が
、
奥
女
中
の
あ
い
だ
に
ひ
ろ
ま
り

「
不
義
者
を
成
敗
せ
よ
」
と
の
声
が
高
ま

っ
た
。

中
老
役
滝
尾
と
い
う
は
、
文
武
の
道
に
名
の
あ
る

婦
人
で
あ
っ
た
が
、
千
代
の
挙
動
に
、
う
わ
さ
と
は

別
の
不
審
を
い
だ
き
、
手
も
と
に
呼
ん
で
た
ず
ね
る

と

「
花
見
の
宴
で
知
り
合
う
た
若
衆
が
、
時
々
忍
ん

h-

‘
‘
・

4且

'

b

・・'
a
'
-
Pで

く
る
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
た

・4

・

宣

叫

‘

旨

・

・

‘

，

-

・

喧

，

、

が
い
に
正
座
し
て
物
が
た
る
の
み
で
、
不
義
密
通
な

a------E.司
‘
J

泊

t
F
F
v
n
M
a
μ
ど
は
し
た
な
い
ま
ね
は
し
た
こ
と
は
ご
さ
い
ま
せ

圃

----n門
司

J
F」
.
.
 ，
二
回
目
U
凶

ん
。

-
-
=
 ..
 
，Fa
m
a帽

Ea---BU'
た
だ
、
か
の
人
は
朝
鮮
の
風
土
人
情
だ
け
を
、
手

に
と
る
よ
う
に
こ
ま
ご
ま
と
語
る
の
が
不
思
議
で
ご

ざ
い
ま
す
」
と
答
え
た
。

滝
尾
は
う
な
ず
い
て
、
案
の
じ
よ
う
千
代
の
美
貌

に
魔
性
の
も
の
が
迷

っ
た
な
と
賢
察
し
、

一
夜
千
代

の
部
屋
の
床
下
に
忍
ん
だ
。
滝
尾
の
思

っ
た
通
り
若

衆
が
現
わ
れ
、
音
も
な
く
千
代
の
部
屋
に
入
っ
た
。

夜
明
け
ま
で
待
ち
通
し
た
滝
尾
が
若
衆
の
あ
と
を
つ

け
た
。
折
し
も
浅
月
淡
く
投
じ
て
、
自
分
の
影
を
地

上
に
映
し
て
い
る
が
、
若
衆
に
は
影
が
な
か

っ
た
。

さ
て
は
妖
怪
ご
ざ
ん
な
れ
と
、
気
丈
に
も
懐
剣
を
ぬ

き
は
な
ち
、
ダ

ッ
と
若
衆
の
背
を
さ
し
貫
い
た
。
そ

の
と
た
ん
、
若
衆
は
煙
と
と
も
に
消
え
さ

っ
た
。

滝
尾
は
手
ご
た
え
あ
っ
た
と
心
中
ひ
そ
か
に
確
信

し
、
明
る
く
な
る
の
を
ま
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
庭

か
ぎ
り
の
浅
野
家
大
目
(
の
頭
に
懐
剣
が
グ
ザ

ッ
と
ば

か
り
突
き
立

っ
て

い
た
。
ま
ち
が
い
な
く
、
あ
の
若

衆
は
大
貝
が
化
け
た
も
の
で
あ

っ
た
。

き
て
、
こ
の
大
貝
は
浅
野
公
の
祖
先
、
豊
家
十
八

将
の

一
人
浅
野
幸
長
が
朝
鮮
出
兵
の
折
、
慶
尚
道
西

生
浦
の
城
を
攻
略
し
て
域
内
に
た
む
ろ
し
た
。
そ
の

夜
か
ら
城
北

の
森
林
に
、
無
気
味
な
怪
光
が
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
と
燃
え
て
は
消
え
た
。
部
下
の
将
兵
は
朝
鮮

兵
の
死
霊
の
た
た
り
だ
と
恐
れ
て
、
士
気
沈
滞
し
て

進
軍
の
気
運
を
失
な

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

幸
長
公
は
こ
れ
を
嘆
い
て
、
あ
る
夜
単
身
愛
馬
を

駆

っ
て
森
林
深
く
、
怪
火
に
近
づ
い
て
よ
く
見
る
と
、

二
個
の
大
貝
が
並
ん
で
い
る
。
幸
長
公
は
世
に
も
珍

ら
し
い
も
の
と
日
本
に
持
ち
帰
り
、
太
閤
に
献
卜
.
し

た
。
太
聞
は

一
箇
を
愛
妾
淀
君
の
手
水
鉢
に
ま
わ
し
、

一
箇
を
改
め
て
幸
長
公
に
返
下
し
た
。
以
来
浅
野
家

重
代
の
家
主
と
し
て
秘
崎
さ
れ
来
っ
た
も
の
で
あ

っ

た
と
い
う
。

(
精
神
開
発
研
究
委
員
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き
可，也、

、ーつ県政の

O
埋
没
林
館

魚
津
港
の
近
く
に
あ
り

埋
没
林
は
原
始
時
代
に
土
地
の
沈
下
に
よ
り
地
下

に
埋
め
ら
れ
て
し
ま

っ
た
当
時
の
大
森
林
の
名
残
り

港
か

ら
東
西
三
O
れ
南
北

一
六
O
μ
の
地
域
が
天
然

記
念
物
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
埋
没
林
保

存
館
で
は
原
生
沈
下
の
ま
ま

の
姿
を
み
る
こ
と

が
で

き
る
。

O
水
族
館

大
町
に
あ
り

館
内
大
、
中
、
小
六

O
余
り
の
水
槽
に
は
、
日
本

海
の
水
産
動
物
の
ほ
か
熱
帯
魚
、
淡
水
魚
な
と

の
習

性
を
ま

の
あ
た
り
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一，
階
は

一百
余
種
に
及
ぶ
魚
介
類
の
標
本
の
展
一ぷ

場
と
な

っ
て
い
る
。

二

一月
か
ら
二
月
ま

で
休
館
。

そ
れ
以
外
は
毎
日
開
官
し
て
い

る
。
料
金

l
大
人
八

O
円
、
中
高
生

l
五

d
円
、
小
人

1
四
O
円

六
月
一
四
日
コ
シ
ヒ
カ
リ
国
の
銘
柄
米
に

食
糧
庁
は
富
山
産
の
う
る
ち
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
国
の
銘
柄
米
に
指
定
し
た
。

六
月
一
五
日
砺
波
市
に
下
水
道
建
設

砺
波
市
で
ひ
ら
か
れ
た
「
知
事
と
語
る
会
」
で
、

中
田
知
事
は
、
生
活
排
水
と

一
部
工
業
排
水
を
処
理

す
る
た
め
、
庄
川
、
小
矢
部
川
広
域
下
水
道
を

一

0
0
0億
円
で
四
十
八
年
度
か
ら
建
設
す
る
計
画
を

あ
き
ら
か
に
し
た
。

7月10日

六
月

一
六

日

サ

ー

キ

ッ
ト
族
の
取
り
締
り
を

県
議
会
教
育
警
務
委
員
会
で
山
口
県
腎
本
部
長
は

サ
ー
キ
ッ
ト
族
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
「
社
会
の

秩
序
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
る
」
と
強
力
な
取
り
し
ま

り
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
。

6月11日~

-Rト
ピ
ッ
ク
ス
*
*
*
*
*
*

六
月
ニ

O
日
青
少
年
旅
行
村

上
平
村
の
運
輸
省
指
定
青
少
年
旅
行
村
の
開
村
式

が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
旅
行
村
は
青
少
年
が
キ
ャ
ン

プ
な
ど
の
野
外
活
動
を
通
じ
、
健
全
な
育
成
を
は
か

ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
合
掌
民
宿
、
青
少
年
宿
泊
施

設
を
建
設
中
。

六
月
ニ
ニ
日
医
学
部
誘
致
へ
ス
タ
ー
ト

富
山
大
学
医
学
部
誘
致
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ

医学部誘致へスタート

会
長
に
中
田
知
事
を
選
ん
で
発
足
し
た

六
月
二
四
日
六
月
県
議
会
開
会

六
月
定
例
県
議
会
が
招
集
さ
れ
た
。
会
期
は
三

O

日
ま
で
の
七
日
間
と
決
め
、
中
田
知
事
は

三
二
案
件

の
提
案
理
由
の
説
明
を
行
な
っ
た
。

こ
の
中
で
交
通
暴
力
の
取
締
り
の
方
針
の
ほ
か
自

然
環
境
保
全
条
例
の
内
容
な
ど
を
述
べ
、
北
陸
新
幹

線
の
早
期
着
工
と
富
大
医
学
部
誘
致
に
対
す
る
努
力

を
明
ら
か
に
し
た
。

六
月
二
九
日
北
陸
新
幹
線
な
ど
調
査
を
指
示

丹
羽
運
輸
相
は
、
鉄
道
建
設
審
議
会
が
先
に
基
本

計
画
の
組
み
入
れ
を
答
申
し
た
北
陸
新
幹
線
な
ど
四

路
線
に
つ
い
て
基
本
計
画
を
決
定
、
同
鉄
、
鉄
建
公

団
仏
対
し
て
調
査
を
指
示
し
た
。

六
月
三

O
日
六
月
定
例
県
議
会
終
わ
る

六
月
定
例
富
山
県
議
会
は
三
十
日
、
県
自
然
環
境

保
全
条
例
、
土
保
取
規
制
条
例
、
県
公
安
委
員
任
命

の
同
意
な
ど
上
程
さ
れ
て
い
た

二
十

一
議
案
、
報
告

九
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
政
府
に
対
し
て
米
価

と
米
穀
政
策
の
確
立
を
要
請
す
る
決
議
を
行
な
っ
て

閉
会
し
た
。

七
月
一
日
富
山
高
校
新
校
舎

県
立
富
山
高
校
は
、
焼
け
て
か
ら

一
年

一
ヵ
月
ぷ

O
松
倉
城
跡

パ
ス
北
山
線
湯
上
下
車
徒
歩
五

O
分

鹿
能
…
山
の
天
険
要
害
の
地
に
あ
る
椎
名
泰
種
の
居

城
υ

天
文
の
こ
ろ
謙
信
が
数
度
攻
撃
し
た
が
洛
ち
ず

天
正
四
年

(
一
五
七
六
)
つ
い
に
孫
城
し
、
河
悶
豊

前
に
与
、え
ら
れ
た
。

城
跡
に
数
百
本
の
桜
樹
が
捕
え
ら
れ
、
眺
め
も
よ

い
。
途
中
に
あ
る
北
山
鉱
泉
、
坪
野
鉱
泉
は
婦
人
病

な
ど
に
効
く
弱
食
塩
泉
と
し
て
近
郊
か
ら
湯
泊
客
が

集
ま
る
。

六月県融会開会

噌聞‘

富山高校新校舎

り
で
新
校
舎
へ

移
転
し
た
。

日

県
、
下
旬
か
ら
工
業
技
術
調
査
へ

富
山
県
は
県
内
企
業
の
工
業
技
術
の
実
態
掌
揮
と

県
の
工
業
施
策
へ
の
要
望
を
ま
と
め
る
た
め
、
従
業

員
三
十
人
以
上
の
企
業
ゃ
く
六
百
社
を
対
象
に
初
め

て
総
合
的
な
「
工
業
技
術
実
態
調
査
」
を
行
な
う
。

調
査
は
七
月
下
旬
に
も
始
め
九
月
に
は
ま
と
ま
る
が

結
果
は
こ
ん
ご
の
民
間
企
業
の
技
術
水
準
向
上
に
役

立
て
る
と
と
も
に
県
工
業
試
験
場
な
ど
県
の
技
術
政

策
試
験
研
究
機
関
の
改
善
や
技
術
人
材
教
育
の
あ
り

方
の
研
究
資
料
に
す
る
。

七
月
二
日
ト
ピ
ッ
ク
ス
暴
走
騒
ぎ
収
拾
の
段
階

四
月
中
旬
以
来
の
深
夜
の
暴
走
騒
ぎ
は
、
市
民
運

動
を
中
心
の
世
論
の
高
ま
り
と
県
明
け
の
厳
罰
主
義
が

功
を
奏
し
二
ヵ
月
ぶ
り
で
平
穏
の
夜
を
迎
え
た
が
、

前
夜
か
ら
の
富
山

・
高
岡
両
市
内
で
ス
ピ
ー
ド
違
反

を
中
心
の
取
り
締
ま
り
で
三
百
五
十
人
を
検
挙
、
八

人
を
逮
捕
し
た
。

(
二
日
)

七
月
三
日
医
学
部
誘
致
で
教
官
確
保
へ

中
田
知
事
は
記
者
会
見
で
、
富
山
大
学
医
学
部
誘

致
を
進
め
る
た
め
、
近
く
金
沢
大
学
、
新
潟
大
学
を

訪
れ
、
教
官
確
保
の
依
頼
を
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。



-谷間に光を
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